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広
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全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

で
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
３
組
の
う
ち

の
１
組
に
伊
良
湖
岬
中
学
校
１
年
（
当

時
堀
切
小
６
年
）
の
渡
會
裕
菜
さ
ん
親

子
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
地
区
大
会
な
ど
を

勝
ち
抜
い
た
15
組
30
名
の
親
子
が
「
わ

が
家
の
お
い
し
い
ご
は
ん
～
家
族

で
一
緒
に
作
ろ
う
、
う
ち
の
自
慢
メ

ニ
ュ
ー
～
」
を
テ
ー
マ
に
腕
を
競
い
ま
し
た
。

　

渡
曾
さ
ん
親
子
は
、「
渥
美
半
島
を
感
じ

る
私
の
食
卓
」
と
名
付
け
た
、
地
元
渥
美
半

島
の
新
鮮
な
魚
や
野
菜
を
使
用
し
た
「
伊
良

湖
岬
の
魚
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ

ア
」
な
ど
、
料
理
６
点
を
作
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
渡
曾
さ
ん
親
子
に
、
料
理
へ
の

思
い
や
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
苦
労
な
ど
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

全
国
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト　

渡
曾
親
子
準
グ
ラ
ン
プ
リ
！

　
　
　
　

渥
美
半
島
を
感
じ
る
私
の
食
卓

▪
家
族
み
ん
な
が
食
べ
る
の
大
好
き　

【
洋
子
さ
ん
・
母
】
両
親
と
も
に
食
に
携
わ

る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
父
親
が
さ
ば
い
た

刺
身
を
使
っ
て
、
家
族
み
ん
な
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
海
鮮
丼
を
作
り
、
ど
れ
が
一
番
お
い
し
そ

う
か
を
競
っ
た
り
、
サ
ラ
ダ
を
誰
が
一
番
き

れ
い
に
盛
り
付
け
ら
れ
る
か
を
競
っ
た
り
、

楽
し
み
な
が
ら
食
へ
の
興
味
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
環
境
で
し
た
。

1 月 25 日に大阪市で開催された「全国親子クッキングコンテスト」
で応募総数 46,046 組の中から見事、準グランプリを受賞した渡曾洋
子さん（右）・裕菜さん（左）親子【写真：中部ガス（株）提供】

▲準グランプリを受賞したレシピ
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し
み
ん
の

広
場

▪
料
理
を
始
め
た
き
っ
か
け

【
裕
菜
さ
ん
】
小
学
２
年
生
の
時
、
学
校
の

食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
学
校
の
畑
で
採
れ
た

大
根
で
お
で
ん
を
作
っ
た
時
、
料
理
っ
て
楽

し
い
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

兄
も
料
理
が
好
き
で
、
母
が
仕
事
で
い
な

い
時
は
お
昼
に
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
っ
た
り
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
う
ど
ん
を
作
っ
た
り
し

て
い
る
の
を
見
て
い
て
、
手
伝
っ
て
い
る
う

ち
に
自
然
と
料
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

▪
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
　　

【
裕
菜
さ
ん
】
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に

応
募
し
た
き
っ
か
け
も
、
兄
が
出
場
し
た
の

を
見
て
出
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　

伊
良
湖
港
が
家
か
ら
近
く
、
新
鮮
な
魚
が

身
近
に
手
に
入
り
ま
す
。
魚
を
メ
イ
ン
に
し

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
毎
日
同
じ
魚
が
水
揚

げ
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
コ
ン
テ
ス
ト

前
の
１
週
間
は
、
伊
良
湖
港
に
水
揚
げ
さ
れ

る
魚
を
毎
日
買
い
取
り
、
ア
ク
ア
パ
ッ
ツ
ア

に
す
る
魚
を
選
び
ま
し
た
。　

　

田
原
市
は
、
農
業
も
漁
業
も
盛
ん
で
、
旬

の
食
材
が
手
に
入
り
ま
す
。
新
鮮
な
ト
マ
ト

や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
は
、
野
菜
の

う
ま
み
を
生
か
す
た
め
シ
ン
プ
ル
に
料
理
し

ま
し
た
。

　

料
理
は
、
見
た
目
も
大
事
な
の
で
、
お
皿
や

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
持
ち
込
み
、
見
た
目

も
食
べ
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

▪
将
来
の
夢

【
裕
菜
さ
ん
】
料
理
人
に
な
り
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
挑
戦
し
て
、

も
っ
と
料
理
が
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。

▪
お
母
さ
ん
か
ら
娘
へ

【
洋
子
さ
ん
】
私
の
母
が
、
保
育
園
の
調
理

師
で
、
家
に
人
が
来
た
と
き
に
も
て
な
す
の

が
上
手
な
人
で
し
た
。
そ
ん
な
母
の
姿
を
見

て
、
自
分
も
料
理
の
道
へ
と
思
い
、
栄
養
に

関
す
る
学
校
へ
進
学
し
、
食
に
携
わ
る
仕
事

に
就
い
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
を
見
て
育
っ
た
娘
が
、
料
理
人

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
田
原
産
の
新
鮮
な
食
材
や
、
こ

だ
わ
り
の
調
味
料
な
ど
を
一
緒
に
試
し
、
ど

ん
ど
ん
料
理
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

▲準グランプリ受賞の喜びを語る渡曾親子

　田原市の花の生産量の多くを占め、全国でもトップクラスの
生産量を誇る菊ですが、お葬式のイメージを持たれる方も多いの
ではないでしょうか。
　しかし、最近では様々なシーンでマム（菊）が活躍しています。特にスプ
レーマムは花形や花色が豊富にあり、田原市では新品種もたくさん栽培さ
れています。結婚式では、カラフルなスプレーマムがウエディングブーケや
髪飾りなどに使われ華やかさを演出しています。田原市のスプレーマムは

年間を通して栽培されているので、季節を問わず使うことが出来るのも魅力です。マムだけを使ったマム
ウエディングを行ってみるのも素敵かもしれませんね。

◉ウエディングに華やかなマム（菊）を

11

▶農政課 ☎23局3517

5月の
カスミソウ
（花／出荷時期：10月～6月）

花束などに欠かせない花で、
県内1位の生産量、約150
万本出荷されています。

花ことば
清らかな心

アジサイ
（鉢花／出荷時期：3月～6月）

梅雨に華やかさを添える花
で、県内1位の生産量、約
160万鉢出荷されています。

花ことば
移り気、冷淡
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地
域
の
話
題

清
田
校
区

地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
し
、受
け
継
い
で
い
く

地
域
の
歴
史
や
自
然
を
再
認
識
し
よ
う
と

活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

レ
ン
ゲ
田
が
見
事
に
復
活

　

広
報
た
は
ら
平
成
26
年
10
月
15
日
号
の

こ
の
頁
で
、
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
、
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
が

交
流
を
深
め
な
が
ら
レ
ン
ゲ
の
種
を
ま
き

ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
７
カ
月
が
過
ぎ
、
レ

ン
ゲ
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
様
子
を
一
目
見
よ
う
と
田
ん
ぼ
を

訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
。
花
に
顔
を
近
づ
け

て
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
花
を
摘
ん
だ
り

し
な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
レ
ン
ゲ
田

を
走
り
回
り
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
自
然
と
歴
史

　

清
田
校
区
は
、
校
区
内
に
海
と
山
と
川

が
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域

で
す
。
夏
に
は
、
免め

め々

田だ

川が
わ

に
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
い
、
冬
晴
れ
の
日
に
は
、
タ
コ
ウ

ド
山
か
ら
遠
く
南
ア
ル
プ
ス
や
富
士
山
を

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
四
季
折
々

の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

免
々
田
川
の
源
流
に
位
置
す
る
泉
福
寺

は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
は
、
比
叡
山
延

暦
寺
の
直な
お
ら
い来
寺
と
し
て
こ
の
地
方
の
天
台

宗
寺
院
の
中
核
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
、
２
代
将
軍
秀
忠
が
鷹た

か

狩
り

の
際
に
宿
泊
所
に
す
る
な
ど
、
渥
美
半
島

内
で
も
っ
と
も
歴
史
の
あ
る
寺
の
一
つ
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
ん
な
地
域
の
歴
史
や

自
然
に
注
目
し
な
が
ら
、
地
域
の
宝
を
掘

り
起
こ
し
、
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
泉
福
寺

に
注
目
し
、
写
真
展
や
講
演
会
・
現
地
説

明
会
（
12
月
６
日
）
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

焼
失
前
の
泉
福
寺
の
写
真
を

　
　

探
し
て
い
ま
す

　

お
持
ち
の
方
や
ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
じ

の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
清
田
市
民
館
☎
33
局
０
７
８
３

▲「里山ウォーク」で泉福寺からタコウド山へ。地域の大切な資源です ▲レンゲ田で遊ぶ子どもたち

清田校区

田原市役所

三河田原 神戸 豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259
42

42

清田市民館

259

渥美支所 赤羽根市民センター

清田小

▲正面、南側から撮影

▼焼失前の泉福寺。東側から撮影
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CITIZEN’S PLAZA●しみんの広場

田原アレルギーっ子の会
みんなで知ろう　食物アレルギーのこと

食物アレルギーのある子の親同士の交流や情報交換を目的に設立しました。１～２カ月に１回、田原福祉
センターにて情報交換会を行ったり、啓発活動や勉強会などを行ったりしています。

　アレルギーのある子は、平常時、災害時にどのような対策が必要なのでしょうか。
　アレルギー疾患があっても安心して暮らせる地域づくりのため、市や病院などと
も連携・交流できるネットワークづくりを目指して活動をしています。皆さんも、
食物アレルギーについて一緒に考えてみませんか。

市民活動紹介

講演会「みんなで知ろう　幼児の食物アレルギー」
日時：6／13 土 10：00 ～ 11：30　
場所：田原福祉センター３階　大会議室
講師：村田浩章氏（渥美病院　小児科部長）
　　　食物アレルギーの最新の情報、適切な治療方法などをご講演いただきます。
定員：80 名
入場料：無料
託児：10 名まで（先着順）
申し込み：5／30 土までに氏名・連絡先（電話番号・メールアドレスなど）・託児の有無を明記のうえ、メールにて
▶申し込み先：田原アレルギーっ子の会
　 090-3582-7385（皿井） taharaale@yahoo.co.jp

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

　市民活動団体支援の一環として、皆さんにお使いいただける印刷機を設置していま
す。活動紹介や会員募集のチラシ印刷などにご利用いただけます。

◉設 置 場 所 	田原文化会館１階　フリースペース印刷室
◉印 刷 機 能 	紙原稿、データ原稿（ＵＳＢメモリ）／白黒または赤黒２色
◉利 用 時 間 	市民活動支援センター開設日（火・金曜日/午後１時～６時、土曜・祝日

／正午～午後５時）※文化会館休館日・その他市が指定する日を除く。
◉利 用 料 金 	１団体１回３００円（印刷用紙は利用者が用意／原則５０～７千枚）
◉利 用 登 録 	市民協働課および市民活動支援センターにある申請書に会員名簿、規約などを添えて市民活動支

援センターへ提出してください。申請書は市および市民活動支援センターホームページからダウ
ンロードできます。
※利用できるのは、次のいずれの要件も満たす団体です。
◦５人以上で構成されている団体
◦市内に活動拠点があり、主に市内で市民公益活動を行う団体
◦民主的な運営と適切な会計処理がなされている団体

活動支
援

情報 市民活動支援センターの印刷機をご活用ください！

Facebookを始めました！
　田原市民活動支援センターでは、新たにフェイスブックを始めました。市民活動団体さんの活動情報やイ
ベント情報、田原市が実施するイベント情報などを発信します。ぜひご覧ください。

https://ja-jp.facebook.com/people/Shimin-Tahara/100009289490676

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

80

閉校記念式典

　2月、地域と学校中心に、それぞれの閉校記念式典を行いま
した。校区会長からのあいさつに続き、教育長からは、「児童
や保護者、教職員のアンケートをもとに、岬地区の子どもの
長所としての素直さや明るさを生かしながら積極性や自分
の考えを伝えてほしい」とあいさつがありました。
　その後、各学校の歴史を振り返り、児童が写真を利用して
発表したり、地域の各世代の代表者に思い出を語っていただ
いたりしました。また、子どもたちの演奏や合唱なども披露
されました。座談会では、昔のアルバムや文集を子どもたち

と見ながら、昔と今の学校の様
子の違いを知る機会にもなり、
児童にとっても思い出に残る
時間となりました。

　　３校児童仲間づくりの一歩

　３小学校の児童の多くは、伊良湖岬保育園で一
緒に生活していました。小学校入学時に３つの小学
校に分かれ、中学校でまた一緒になるようになった
のは、現在の中学２年生からです。
　３校の統廃合に向け、３校合同での活動を計画
し、学年ごとの交流を進めてきました。昨年度の前
半は社会見学や校外学習を中心に、後半は交流
学習を中心に行い、お互いを知る機会になりました。

　　３校の児童を迎えるために

　５年後に新しい伊良湖岬小学校の校舎が伊良湖
岬中学校の跡地付近に建てられるまでの期間は、現
在の和地小学校の校舎を利用します。平成26年度
の児童数が60名の和地小学校に、平成27年度には
178名の児童が入るため、不足する教室や手洗い場、
トイレなどの増改築が昨年７月から行われました。
　また、伊良湖小学校や堀切小学校の児童を中心
に、スクールバス利用の登下校が始まるため、その
コースやバス停の決定、通学路の点検なども進め、４
月から学校生活が始まっています。

▲スクールバス利用の
練習をしました

▼整備された設備
（手洗い場）

 伊良湖岬中学校区３小学校
 統合までの１年間の歩み

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、伊良湖岬中学校区３小学校の統合までの１年間の歩み
をお知らせします。

他の校区で、地震や津波が
起こった時、危険な場所が

たくさんあるのにびっくりし
ました。

▲交流学習の様子

▲昔のアルバムを見て懐かしむ参加者

大切な式なので真剣に聞きました。少しずつ昔のことを考えながら聞き
ました。思い出の発表を聞いていると昔のことがよく分かったし、今と

比べることができました。座談会で、お母さんやおばさんの文集がありま
した。校長先生や来賓の話を聞いて、ぼくたちが最後の最後の児童なんだ
なあと思いました。
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安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
27
年
３
月
末
現
在

１
４
１
６
人
・
４
６
１
世
帯
（
両
地
区
計
）

【
概
要
】

　

市
の
東
部
、
豊
橋
市
杉
山
町
と
の
市
境

界
に
位
置
し
、
北
側
は
田
原
湾
に
面
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
田
原
湾
に
面
し

た
谷
熊
地
区
は
、
津
波
に
よ
る
浸
水
が
予

想
さ
れ
る
地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

家
庭
か
ら
防
災
対
策
を
充
実
し
よ
う
！

～
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
一
つ
ず
つ
～

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
27
年
３
月
末
現
在

２
４
３
７
人
・
７
８
５
世
帯

【
概
要
】

　

市
の
中
央
南
部
、
太
平
洋
に
面
し
た
農

業
地
帯
で
す
。
全
国
か
ら
多
く
の
サ
ー
フ
ァ

ー
が
集
ま
り
ま
す
。
海
岸
の
崖
は
高
く
、

集
落
への
津
波
の
心
配
は
少
な
い
も
の
の
、
一

部
の
住
宅
や
農
地
に
低
い
場
所
も
あ
り
、

対
策
が
急
が
れ
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

命
を
守
る
防
災

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

1
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新　

2
防

災
世
帯
台
帳
の
更
新　

3
親
子

ふ
れ
あ
い
活
動
に
お
け
る
津
波

避
難
訓
練　

な
ど

【
取
り
組
み
成
果
】

　

子
ど
も
た
ち
も
含
め
た
地
域

全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、

特
に
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
防

災
訓
練
は
、
親
の
防
災
意
識
の

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

1
自
主
防
災
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施　

2
基
本
の
再
確
認
！

－

啓
発
チ
ラ
シ
の
配

布

－　

3
家
具
固
定
講
習
会　

な
ど

【
取
り
組
み
成
果
】

　

自
分
た
ち
の
街
の
防
災
力
を
あ
ら
た
め

て
見
つ
め
直
し
、多
く
の
課
題
を
発
見
し
、

対
策
に
励
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
会
一
斉
訓
練
に
は
将

来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
や
若
者
に
も

多
く
参
加
し
て
も
ら
い
、
地
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

　

さ
ら
に
地
域
防
災
力
の
底
上
げ
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
近

い
将
来
、
街
の
中
を
実
際
に

使
っ
て
消
火
訓
練
や
救
助
訓

練
、
搬
送
訓
練
を
実
践
す
る

「
発
災
型
対
応
訓
練
」
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
体
制
づ

く
り
、
土
台
づ
く
り
を
し
た

い
で
す
。

向
上
に
も
効
果
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
目
標
】

　
「
防
災
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
」
と
と

も
に
、「
地
域
の
絆
を
深
め
る
こ
と
」
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

【
例
】
十
丁
（
回
覧
板
の
単
位
組
織
）
の

組
織
強
化

　

こ
れ
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
災
害
な
ど
困

難
な
状
態
に
直
面
し
た
と
き
、「
ご
近
所
の

底
力
」
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
平
常
時
に
お
け
る
、
高
齢

者
対
策
な
ど
に
も
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
１
】　

田
原
東
部
校
区

　
　

自
主
防
災
会
活
動【
事
例
紹
介
２
】　

赤
羽
根
校
区

田
原
市
で
は
、
市
内
す
べ
て
の
地
区
に
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
に
合
っ
た
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平
成
26
年

度
の
「
自
主
防
災
活
動
重
点
支
援
地
区
」
と
し
て
、
田
原
東
部
校
区
と
赤
羽
根
校

区
が
取
り
組
ん
だ
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。   

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◦自主防災会防災訓練（やぐま台）

◦津波避難訓練

谷
熊

や
ぐ
ま
台

◦自主防災会防災訓練（谷熊）

◦防災マップの更新作業
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▪
機
種

機種 台数 外形寸法 本体質量 最大処理量

2～
4人
家庭
用

３台

幅268mm
×奥行
365mm×
高470mm

約11kg 1回約
1.0kgまで

2～
6人
家庭
用

2 台

幅268mm
×奥行
365mm×
高550mm

約12kg 1回約
2.0kgまで

▪
期
間

　

最
大
４
週
間
（
１
世
帯
１
台
限
り
）

▪
条
件

◦
市
内
に
在
住
で
、
屋
内
に
処
理
機
の
設

置
場
所
が
あ
る
こ
と
。

◦
処
理
機
の
受
け
取
り
お
よ
び
返
却
が
自
分

で
で
き
る
こ
と
。

◦
処
理
機
の
電
気
代
を
負
担
す
る
こ
と
。

◦
貸
出
期
間
終
了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
。

▪
手
順

◦
予
約
受
付

　

事
前
に
廃
棄
物
対
策
課
へ
電
話
し
、
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
お
よ
び
貸
し
出
し

　

貸
出
開
始
日
に
、
印
鑑
と
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

を
持
参
の
う
え
、
廃
棄
物
対
策
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
処
理
機
を
渡
し
ま
す
の
で
、

持
ち
帰
る
用
意
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◦
返
却

　

清
掃
し
た
う
え
で
、
貸
出
期
限
内
に
廃

棄
物
対
策
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
は
補
助
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
購
入
を
検
討
さ
れ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

補
助
金
額
は
購
入
額
の
１
／
２
で
、
限

度
額
は
コ
ン
ポ
ス
ト
が
３
０
０
０
円
、
電

気
生
ご
み
処
理
機
が
２
万
円
で
す
。

▼
廃
棄
物
対
策
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
を

推
進
す
る
た
め
、電
気
生
ご
み
処
理

機
を
無
料
で
貸
出
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、貸
出
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
省

エ
ネ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化

に
向
き
合
い
、
環
境
に
配
慮
し
た
エ
コ
ラ

イ
フ
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ

宣
言
に
登
録
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ

ラ
イ
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
た
は
ら
エ
コ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域
協

議
会
事
務
局
（
環
境
政
策
課
内
）

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

▪
こ
れ
ま
で
１
０
７
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し

て
き
た
「
広
が
る
未
来
へ
」
は
、
今
回
を
も
っ

て
連
載
を
終
了
し
、
7
月
15
日
号
か
ら
「
環
境

け
い
じ
ば
ん
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
環

境
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

「
夏
季
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

参
加
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
！　

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
は
、

市
内
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
や
事
務
所
な

ど
の
照
明
を
消
す
こ
と
で
、
日
ご
ろ
い
か

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て
い
る
の
か
を

実
感
し
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
活
動
で
す
。
職
場
だ
け
で
な

く
、
家
庭
で
も
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▪
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
と
は
？  

  

毎
月
、「
広
が
る
未
来
へ
」
で
登
録
者

数
を
掲
載
し
て
い
る
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ

ン
ジ
宣
言
。

　

現
在
、
２
０
７
名（
個
人
）、
44
事
業
所

の
皆
さ
ん
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

❖
対
象　

市
内
事
業
所
な
ど

❖
内
容　

6
月
22
日
（
月
）
～
7
月
7
日

（
火
）
／
午
後
8
時
～
10
時
の
2
時
間
、

施
設
照
明
な
ど
を
消
灯

❖
申
し
込
み　

6
月
11
日
（
木
）
ま
で

に
環
境
政
策
課
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、直
接
ま
た
は

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て
／
登
録
票
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

❖
そ
の
他　

参
加
事
業
所
数
な
ど
の
実

施
状
況
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表

❖
登
録
方
法

◦
登
録
シ
ー
ト
に
氏
名
・
住
所
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
し
、
家
庭
で
で
き
る
省
エ

ネ
取
組
内
容
の
一
覧
で
、
自
分
で
も
で

き
る
と
思
う
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
。
※
登

録
シ
ー
ト
は
市
役
所
環
境
政
策
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

◦
登
録
シ
ー
ト
を
環
境
政
策
課
窓
口
に
提
出
。

◦
後
日
、
登
録
証
と
記
念
品
を
郵
送
。

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

32

107
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14

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

しろ
ちゃん

　

田
原
市
で
は
、市
内
２
５
３
カ
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
行
政
無
線
か
ら

次
の
内
容
で
一
斉
放
送
を
行
い
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

こ
ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟で

す
。
田
原
市
で
は
、
地
震
の
発

生
に
備
え
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
通
称
：
※
Ｊジ
ェ
イ‐
Ａア

ラ

ー

ト

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）を
使
用

し
た
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
。な
お
、今
回
の
訓
練
放
送
は
、

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、国（
消

防
庁
）か
ら
全
国
に
発
信
さ
れ
ま
す
。

※
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、国
か

ら
市
区
町
村
な
ど
へ
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

▪
実
施
日
時

　

５
月
27
日
（
水
）

　

午
前
10
時
15
分
ご
ろ

▪
放
送
内
容

（
上
り
チ
ャ
イ
ム
）

◦「
こ
ち
ら
は
広
報
た
は
ら
で
す
」

◦「
た
だ
い
ま
か
ら
、訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
」

◦（
緊
急
地
震
速
報
チ
ャ
イ
ム
）

　
「
緊
急
地
震
速
報
。大
地
震
で
す
。

大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
」×
３

◦「
こ
ち
ら
は
広
報
た
は
ら
で
す
」

◦「
こ
れ
で
訓
練
放
送
を
終
わ
り
ま

す
」

（
下
り
チ
ャ
イ
ム
）

国（消防庁）

情報の発信

緊急事態
の

発生
武力攻撃
気象災害など

市町村
（防災行政無線の自動起動）

人工衛星

事態の
覚知

防災行政無線による
住民への情報伝達

■J-ALERTの仕組み

瞬時に伝達

◦道の駅信州新
にいのせんごくだいら

野千石平は、品数や特産物が豊富で
何回行っても楽しめます。

▼政策推進課☎２３局３５０７

　田原市は、異なる環境を持つ「山のまち」と交流を行っ
ており、国内に3つの姉妹・友好都市があります。
　家族みんなで「海のまち・山のまち交流スタンプラリ
ー」に参加し、そのまちの魅力に触れ、新たな発見と感動
を体感してみませんか。昨年度実施したスタンプラリーで
の参加者の声を紹介します。
◉姉妹都市：設楽町（愛知県北設楽郡）
◦コンニャク芋や新鮮な野菜を買いによく行きます。
◦道の駅アグリステーションなぐらの２種類の五平餅

や、五平餅定食のおいしさにびっくりしました。
◉友好都市：宮田村（長野県上伊那郡）
◦中央アルプスを間近に、空気も水も違う気がしました。
◦リンゴ狩りは、家族みんなの楽しみになっています。
◉友好都市：阿南町（長野県下伊那郡）
◦初めて行きましたが、山の中でリフレッシュできました。

～国内外との交流・多文化共生～

家族みんなで楽しもう！
「海のまち・山のまち交流スタンプラリー」

海のまち・山のまち交流スタンプラリー
▶応募期限＝平成 28 年 3 月 15 日（火）まで（必着）
▶応募方法＝応募用紙に「海のまち」と「山のまち」から各１

つ以上スタンプを集め、必要事項を記入の上、直接または郵
便にて

▶応募先＝田原市役所　政策推進課
▶賞品＝国内旅行券、カタログギフト券、海と山のまちの特

産品、ラリースポット協賛プレゼントなど計 200 本以上
を予定

▶市内ラリーポイント＝田原めっくんはうす、あかばねロコ
ステーション、伊良湖クリスタルポルト、蔵王山展望台、
サンテパルクたはら

※詳しくは、市役所、渥美支所、赤羽根市民センター、各ラ
リーポイントにある応募用紙をご覧ください。
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消
費
生
活
相
談
員
養
成
研
修

研
修
生

　

県
内
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
お
い
て

消
費
生
活
相
談
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
人

材
を
養
成
す
る
た
め
、
消
費
生
活
相
談
員

養
成
研
修
を
開
講
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格

取
得
後
、
県
内
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
で

勤
務
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
す
る
方
な
ど

※
就
職
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

▼
募
集
人
員
＝
25
名
程
度　

▼
実

施
時
期
＝
7
月
～
11
月
（
50
日
程
度
）

▼
場
所
＝【
座
学
研
修
】
名
古
屋
駅
近
辺

【
実
地
研
修
】
最
寄
り
の
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
（
予
定
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
修
了

者
に
は
交
通
費
を
支
給
）　

▼
申
し
込
み

＝
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
必
要
書
類
を
入

手
・
作
成
の
う
え
、
6
月
9
日
（
火
）
ま

で
に
郵
送
に
て　

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
商
工
観
光

課
で
配
布
す
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
県
民
生
活
部
県
民
生
活
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
１
６
５

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/

0000067953.htm
l

　

　

生
活

LIFE
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」更
新
手
続
き

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
今
後
10
年

間
の
地
域
農
業
の
目
指
す
べ
き
姿
に
つ
い

て
考
え
、
地
域
の
合
意
な
ど
を
経
て
定
期

的
に
更
新
し
ま
す
。　

　

こ
の
プ
ラ
ン
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
方

は
、農
政
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
の
補
助
事
業
（
ス
ー
パ
ー
Ｌ

資
金
の
金
利
負
担
軽
減
措
置
、
青
年
就
農

給
付
金
（
経
営
開
始
型
）、
経
営
体
育
成

支
援
事
業
）
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
方

は
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
田
原
市
在
住
の
農
業
者　

▼
内

容
＝
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
記
入
、
今

後
5
年
間
の
経
営
計
画
作
成
、
個
人
情
報

取
り
扱
い
の
同
意　

▼
持
ち
物
＝
印
鑑　

▼
受
付
方
法
＝
6
月
15
日
（
月
）
ま
で
に

農
政
課
に
て

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

不
妊
治
療
費
助
成
の
増
額

　
　
　

　

今
年
度
よ
り
、
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
ご
夫
婦
の
治
療
の
助
成
額
上
限
を
10
万

円
か
ら
15
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

▼
助
成
対
象
＝
夫
婦
の
一
方
ま
た
は
両
方

が
田
原
市
に
住
所
が
あ
る
方　

▼
助
成
治

療
＝【
一
般
不
妊
治
療
】不
妊
検
査
、
人
工

授
精【
特
定
不
妊
治
療
】
体
外
受
精
、
顕

微
授
精　

▼
助
成
金
額
＝
一
年
度
あ
た
り

15
万
円
を
上
限
（
愛
知
県
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
額
を
除
い
た
額
）　

▼
申
請
時
期

＝【
一
般
不
妊
治
療
】
３
月
診
療
分
か
ら

翌
年
２
月
診
療
分
を
翌
年
３
月
20
日
ま
で

に
申
請
。【
特
定
不
妊
治
療
】
治
療
が
終

了
し
た
月
の
翌
月
の
末
日
ま
で
に
申
請
。

※
愛
知
県
で
は
、
専
門
医
師
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
不
妊
、
不
育
に

つ
い
て
無
料
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
愛
知
県
不
妊
・
不
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
名

古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
内
）

http://w
w
w
.m
ed.nagoya-u.ac.jp/

obgy/afsc/aichi/

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

夏
季
早
朝
開
放
し
ま
す

　
　

　

施
設
の
有
効
活

用
の
一
環
と
し
て
、

一
部
の
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
早

朝
開
放
を
実
施
し

ま
す
。

▼
開
放
施
設
＝
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
中
央
・

滝
頭
公
園
、
渥
美
運
動
公
園
）
／
野
球
場

（
滝
頭
公
園
、
緑
が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
）

／
多
目
的
広
場
（
中
央
・
滝
頭
公
園
、
緑

が
浜
・
渥
美
運
動
公
園
、
赤
羽
根
文
化
広

場
）  

▼
開
放
期
間
／
曜
日
＝
６
月
16
日

（
火
）
～
９
月
15
日
（
火
）
／
原
則
、
火

～
日
曜
日　

▼
開
放
時
間
＝
午
前
６
時
～

９
時　

▼
使
用
料
＝
各
施
設
の
規
定
の
使

用
料　

▼
申
し
込
み
＝
5
月
31
日
～
各
施

設
の
窓
口
で
直
接
申
し
込
み
（
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
は
不
可
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
課
（
田
原
文
化
会
館
内
）　

☎
22
局
６
０
６
１

22
局
６
４
５
５

募
集

W
A
N
TED
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歯
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
し
ま
す

　

田
原
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
６
月
の
歯

と
口
の
健
康
週
間
に
合
わ
せ
て
、
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
在
住
の
方　

▼
日
時
＝

6
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
1
時

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
歯
科
健
診
、
フ
ッ
化
物
塗
布
、

歯
並
び
や
歯
周
病
・
義
歯
な
ど
の
相
談
、

歯
ぐ
き
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
小
中
学
生
が

描
い
た
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど　

▼
参
加
料

＝
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０　

県
立
・
市
立
特
別
支
援
学
校
説
明
会

お
よ
び
体
験
入
学

  

　

来
年
度
に
小
・
中
・
高
等
学
校
入
学
予

定
で
、
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援

学
校
の
説
明
会
と
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
、
直
接
電
話
で
各
学
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
特

別
支
援
学
校
で
は
、
体
験
入
学
以
外
の
日

に
も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▪
豊
橋
特
別
支
援
学
校（
豊
橋
市
西
口
町
）

☎（
０
５
３
２
）61
局
８
１
１
８

▼
期
日
＝
【
小
・
中
学
部
】（
体
験
入
学
）

◦
自
動
車
使
用
者
な
ど
へ
の
啓
発

▼
国
土
交
通
省
自
動
車
局
整
備
課

☎（
０
３
）５
２
５
３
局
８
６
０
０

海
洋
環
境
保
全
推
進
月
間

６
月
１
日
月
～
30
日
火

◉
未
来
に
残
そ
う
青
い
海

◦
海
に
釣
り
糸
、
空
き
缶
、
弁
当
容
器
な

ど
の
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
。

◦
海
に
流
れ
込
む
河
川
に
ゴ
ミ
を
す
て
な

い
。大
雨
な
ど
の
増
水
で
海
に
流
れ
ま
す
。

◦
使
用
し
な
く
な
っ
た
ボ
ー
ト
な
ど
は
放

置
せ
ず
、
適
正
に
処
理
す
る
。

◉
海
洋
汚
染
も
１
１
８
番

　

海
へ
の
ゴ
ミ
の
投
棄
や
海
洋
汚
染
、
海

で
の
事
件
・
事
故
を
見
か
け
た
ら
１
１
８

番
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
三
河
海
上
保
安
署

☎（
０
５
３
２
）34
局
０
１
１
８

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
聾
学
校
（
豊
橋
市
草
間
町
）

☎（
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

（
０
５
３
２
）47
局
７
５
４
５

▼
期
日
＝【
高
等
部
】（
説
明
会
）
６
月
16
日

（
火
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分　

▼
対
象

＝
聴
こ
え
や
こ
と
ば
に
障
害
の
あ
る
中
学
生
と

そ
の
保
護
者

▪
大
府
特
別
支
援
学
校（
大
府
市
森
岡
町
）

☎（
０
５
６
２
）48
局
５
３
１
１

▼
期
日
＝
【
小
・
中
学
部
・
高
等
部
】（
体

験
入
学
）７
月
14
日（
火
）、10
月
22
日（
木
）

▼
対
象
＝
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
学
校
教
育
課

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１　

不
正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動

強
化
月
間
６
月
１
日
月
～
30
日
火

　

国
土
交
通
省
は
、
関
係
省
庁
、
自
動
車

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
６
月
を
「
不

正
改
造
車
を
排
除
す
る
運
動
」
の
強
化
月

間
と
し
て
特
に
強
力
に
運
動
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ど
の
よ
う
な
改
造
が

不
正
改
造
に
な
る
の
か
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
そ
の
排
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

◉
運
動
計
画

◦
全
国
で
街
頭
検
査
を
計
画

◦「
不
正
改
造
車
１
１
０
番
」
の
設
置

◦
不
正
改
造
実
施
者
に
対
す
る
立
入
検
査
な
ど

６
月
26
日
（
金
）、
10
月
23
日
（
金
）【
高

等
部
】（
説
明
会
）
６
月
８
日
（
月
）　

▼
対
象
＝
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▪
豊
橋
市
立
く
す
の
き
特
別
支
援
学
校

（
豊
橋
市
野
依
町
）平
成
27
年
4
月
開
校

☎（
０
５
３
２
）29
局
７
６
６
０

▼
期
日
＝
【
小
学
部
】（
説
明
会
）
６
月

11
日
（
木
）（
体
験
入
学
）
７
月
22
日
（
水
）

10
月
15
日
（
木
）【
中
学
部
】（
説
明
会
）

6
月
17
日
（
水
）（
体
験
入
学
）
７
月
23

日
（
木
）【
高
等
部
】（
教
育
相
談
）
随
時

実
施
【
高
等
部
職
業
コ
ー
ス
】（
説
明
会
）

6
月
３
日
（
水
）（
体
験
入
学
）
10
月
20

日
（
火
）　

▼
対
象
＝
知
的
な
発
達
の
遅
れ

や
情
緒
に
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校（
豊
川
市
平
尾
町
）

☎（
０
５
３
３
）88
局
２
５
５
３

▼
期
日
＝
【
小
学
部
】（
説
明
会
）
６
月

23
日（
火
）（
体
験
入
学
）７
月
21
日（
火
）、

10
月
27
日
（
火
）【
中
学
部
】（
説
明
会
）

６
月
23
日
（
火
）（
体
験
入
学
）
７
月
22

日
（
水
）【
高
等
部
】（
説
明
会
）
５
月
14

日
（
木
）、
5
月
20
日
（
水
）　

▼
対
象
＝

知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に
障
害
の
あ

る
お
子
さ
ん

▪
豊
川
特
別
支
援
学
校
本
宮
校
舎
（
豊
川

市
大
木
町
）

☎（
０
５
３
３
）93
局
０
５
１
５

▼
期
日
＝
【
高
等
部
】（
説
明
会
）
５
月

26
日
（
火
）（
体
験
入
学
）
10
月
８
日
（
木
）

電波利用環境保護周知啓発強化期間
６月１日月～１０日水

守ろう！電波のルール

電波を使うには原則免許が必要です。
電波のルールを守りましょう。

　 ▼総務省 東海総合通信局
　不法無線局の相談☎（０５２）９７１局９１０７
　テレビ等の受信障害の相談☎（０５２）９７１局９６４８
　　  http://www.soumu.go.jp/soutsu/tokai/
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其の

165

文化生涯学習課 　２３局３６３５
　　　　　　　 　２２局３８１１

　

に
火
噴
の
山
火
、
は
で
本
日
い
多
が
山
火

代
年
０
９
９
１
。
す
で
刻
深
が
害
災
る
よ

有
道
海
北
、
岳
賢
普
仙
雲
県
崎
長
の
降
以

、
流
砕
火
と
火
噴
の
島
宅
三
都
京
東
、
山
珠

を
撃
衝
に
子
様
の
害
被
の
流
泥
の
後
の
そ

。
す
ま
い
思
と
い
多
も
人
た
け
受

　

よ
に
火
噴
の
山
嶽
御
の
月
９
年
４
１
０
２

り
な
と
牲
犠
が
方
の
く
多
り

、

が
国
全
本
日

け
い
し
悲
。
た
し
ま
れ
ま
包
に
み
し
悲
い
深

。
ん
せ
ま
れ
し
も
か
の
な
命
宿
の
本
日、
ど
れ

で
の
い
な
が
山
火
は
に
島
半
美
渥

、

的
較
比が

せ
ま
れ
し
も
か
る
れ
わ
思
と
心
安

、
が
人

２
が
灰
山
火
な
模
規
大
ら
か
て
め
始
み
住

姶
ら
い
あ

良
Tn

灰
山
火

　

、
は
と
」
灰
山
火
良
姶
「
称
通
。
す
ま
い

桜
の
県
島
児
鹿
に
前
年
０
０
０
５
万
２
約

ラ
デ
ル
カ
良
姶
た
れ
ま
囲
に
湾
島
児
鹿
、
島

注
り
降
も
に
部
南
方
地
北
東
と
ん
な
、
て

も
で
方
地
部
中
。
す
ま
い
で
い
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さ
厚
の
㎝

。
す
で
事
来
出
の
代
時
器
石
旧、
は
れ
こ。
す

鬼
い
か
き

界

灰
山
火
ヤ
ホ
カ
ア

　

約
（
期
早
代
時
文
縄
、
は
灰
山
火
の
こ

南
の
島
半
摩
薩
の
州
九
に
）
前
年
０
０
３
７

約
沖

50

に
㎞

る
あ

界
鬼

ラ
デ
ル
カ

よ
に
火
噴
の

で
灰
山
火
る。

す

山
町
田
野

調
掘
発
の
跡
遺
崎

そ
。
た
し
ま
れ
さ
見
発
が
灰
山
火
る
ま
た

。
た
し
ま
れ
さ
認
確

定
特
で
徴
特
の
ス
ラ
ガ
山
火

　

、
は」
ス
ラ
ガ
山
火
「る
れ
ま
含
に
灰
山
火

こ
る
け
分
見
、
り
あ
が
徴
特
に
と
ご
山
火

の
こ
。
す
ま
き
で
が
と

2

広
は
灰
山
火
の
つ

録
記
の
字
文
。
す
ま
れ
ば
呼
と
灰
山
火
域

れ
離
く
遠
、
て
い
お
に
査
調
の
代
時
い
な
の

確
か
の
も
の
代
時
じ
同
が
層
地
の
地
土
た

地
、
て
し
と
拠
証
な
事
大
の
め
た
る
す
認

。
す
ま
い
て
れ
さ
用
活
で
学
古
考
や
学
質

　

保
で
ま
日
今
。
灰
山
火
な
利
便
な
ん
そ

り
あ
が
件
条
な
ん
ろ
い
は
に
め
た
る
れ
さ
存

や
速
が
層
地
い
し
新
、
に
ち
う
い
な
れ
わ
失

状
な
う
よ
の
こ
、
り
あ
が
要
必
う
覆
に
か

。
す
で
と
こ
い
し
珍
は
と
こ
る
残
で
態

　

て
れ
さ
縮
圧
に
間
い
長
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に
さ
厚
の
㎝

　

怖
恐
の
灰
山
火

】
真
写
の
紙
表
【

）
町
田
山
・
区
校
田
清
（池
田
清

ら
知
だ
ま
だ
ま。
年
十
数
て

る
あ
ん
さ
く
た
が
所
場
い
な

る
れ
ら
見
が
景
絶、
ど
け
い
な
ら
知
な

続
と
々
細、
ど
け
た
き
て
れ
廃
「」
所
場

の
こ
る
れ
か
ひ
心
に」
統
伝
る
い
て
い

）
Ｍ
（。
ろ
ご

に
色
灰
な
う
よ
い
な
も
と
こ
た
見
が
空
い
る

す
す
な
、
え
び
お
は
々
人
、
に
子
様
る
わ
変

止
り
降
え
例
。
ん
せ
ま
り
あ
い
違
に
た
い
て

と
ん
ぜ
あ
に
地
台
た
れ
わ
覆
に
灰
、
も
で
ん

打
い
な
か
つ
も
像
想
に
然
自
や
活
生
の
間
人

。
ん
せ
ま
り
あ
い
違
間
は
と
こ
た
え
与
を
撃

　

士
富
の
永
宝
、
は
で
録
記
の
代
時
戸
江

い
て
れ
わ
い
と
た
え
見
が
柱
火
で
発
爆
の
山

。
ん
せ
ま
り
あ
は
で
か
定
は
偽
真
、
が
す
ま

山
火
の
山
士
富
め
た
の
風
西
偏
、
も
に
い
幸

り
あ
は
と
こ
る
も
積
は
に
島
半
美
渥
が
灰

。
た
し
で
ん
せ
ま

　
　
　
　
　
　

）
山
増
（
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